
　連合佐賀は10月16日（土）、第17回定期大会を佐賀市内ホテルにおいて
大会構成員128名参加のもと開催しました。
　今次大会は2年に1度の定期大会であり2022～2023年度運動方針など
4つの議案全てについて審議の結果、可決承認されました。また、役員改選
の大会でもあり、井手会長体制において2022年度の活動がスタートしまし
た。
　大会にあたり執行部を代表して挨拶を行った井手会長は、「コロナ禍により
連合運動が思うように進められない状況にあったが、未曾有の危機的状況

の中において、出来得る必要な対応はされてきたものと認識している。しかしながら、ビフォーコロナ
の課題は残されたままであり、新たな課題が浮き彫りとなった。コロナ禍の厳しい状況下において、
誰もが将来に希望が持てる社会に向け私たちは今後も運動を推進していかなければならない。そ
の推進力を後押しするのは、働く人たちの生活の安定、精神的なゆとりにあり①労働組合があまね
く組織され明示的な権利が保障されること②政労使の力合わせにより雇用と生活保障のセーフ
ティネットが確立されることが必要だと考えている。このことは、ひいては社会の持続的発展の鍵を
も握っているということを念頭に置き今後の運動を進めていきたいと思う。また、８月に発生した佐
賀豪雨に伴い連合佐賀ボランティアに取り組み、多くの方に参加いただいたことに改めてお礼申し
上げたい。災害は無いに越したことはないが、発生した場合においては助け合いの精神のもとに

都度検討し必要な対応をしていきたい。」との考えを述べ、最後に、選挙に関して、「連合佐賀推薦候補者全員の勝利に
向け最後の最後まで気を引き締めていただくことをお願いしたい。」と挨拶を締めくくりました。

　役員改選では、7名の方々が今大会をもって退任となり、その功績とご尽力
をたたえ表彰を行いました。
　議案のほか、大会スローガンおよび大会宣言が採択されました。また、１０
月１４日の衆議院解散に伴い、第４９回衆議院議員選挙連合佐賀決起集会
が定期大会終了後に開催され、連合佐賀推薦候補者２名の決意表明がな
されました。
　集会の締めくくりにあたり宮崎会長代行の団結ガンバローにて閉会しました。

△井手会長挨拶

働くことを軸とする安心社会～まもる・つなぐ・創り出す～
連合佐賀「第１７回定期大会」「第４９回衆議院議員選挙連合佐賀決起集会」開催

連合佐賀「第1７回定期大会」の概要
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　【退任役員】 第4号議案での表彰者

2022～2023年度　連合佐賀役員2022～2023年度　連合佐賀役員
同じ役職内は五十音順（青年・女性除く）

森田　末喜さま
（前副会長・交通労連）

二十歩　浩一さま
（前副会長・ＪＰ労組）

副島　賢治さま
（前執行委員・全水道）

嶋田　篤史さま
（前執行委員・自動車総連）

花田　祐希さま
（前執行委員・ＪＲ連合）

上瀧　喜雅さま
（前執行委員・全労金）

渡邊　　諭さま
（前執行委員・自治労）

会　長

井手　雅彦
情報労連

会長代行

宮崎　啓二郎
自治労

副 会 長

草場　健次
電力総連

副 会 長

俣野　勝敏
UAゼンセン

副 会 長

松尾　和寿
情報労連

副 会 長

矢ヶ部　教馬
電機連合

副 会 長

吉田　真也
JP労組

副 会 長

吉冨　和秀
基幹労連

事務局長

草場　義樹
電力総連

副事務局長

高祖　和彦
電機連合

副事務局長

東島　美香
UAゼンセン

執行委員

小川　龍二
運輸労連

執行委員

金嶽　和法
全労金

執行委員

北村　公次
JR連合

執行委員

小林　登
労済労連

執行委員

永石　亀
自治労

執行委員

中川　幹夫
国公連合

執行委員

江口　博美
自動車総連

執行委員

中島　栄治
交通労連

執行委員

橋本　京介
全電線

執行委員

原口　和貴
全水道

執行委員

松本　信義
フード連合

執行委員

山口　幸一
セラミックス連合

執行委員

古川　夏幹
青年委員会

執行委員

石隈　由紀子
女性委員会

執行委員

城島　麻子
女性委員会

会計監査

穴見　真一
JAM

会計監査

於保　伸宏
紙パ連合

会計監査

藤　千香子
自治労
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　連合佐賀は、10月19日（火）県市町会館にて、2022年度予算編成に向けた重点政策・制度要求事項に対する
対県部局長交渉を行いました。なお、連合佐賀は8月6日、県に対して「2022年度 佐賀県に対する政策・制度要
求書（12分野25項目84事項）」として山口知事に提出、うち7分野11項目18事項を重点事項として絞り込み、そ
のすべてに対する回答を得ていたところです。
 今回の「対県部局長交渉」は、その回答を基にさらに絞り込みを行い、県予算への組み込みを求めるものであ
り、4分野6項目9事項について部局長交渉を行いました。交渉冒頭、井手会長は「新型コロナウイルス感染症も

落ち着きを見せているが、第６波も想定されるので万全な体制で県民の生命を
守って欲しい。また、今年も豪雨災害は発生したが、災害の最後の砦は自治体
である。物心両面の対応をお願いしたい。今回の項目の多くは感染症対策と経
済、そして災害対策を中心にテーマを絞った。経験したことがない事象でもあり
困難も予想されるが、国、県など自治体への期待も大きい。県民に寄り添った行
政をお願いし、本日は有意義な交渉となるようお願い申し上げる。」と挨拶し、
県行政への反映ならびに国への意見上申などでの政策実現を要請しました。

　交渉では、ＤＸ支援の状況やアフターコロナの経済支援（産業労働部）、コロナ禍におけるＤＶの状況（男女
参画・こども局）、自然災害での高齢者対応について（健康福祉部）、介護サービスの課題と対応（健康福祉
部）、感染防止策をはじめ危機管理体制（健康福祉部）、切れ目のない医療の体制（健康福祉部）などを訴え、
2022年度の重要政策として前向きに進めることを、県に対し強く要求しました。
　なお、今回の交渉を踏まえた県政への反映点検のため、産業労働部へ「2022年度 県予算編成に向けた措置
状況報告」の要請を行いました。

「2022年度 予算編成に向けた重点政策・制度要求事項」に対する対県部局長交渉「2022年度 予算編成に向けた重点政策・制度要求事項」に対する対県部局長交渉「2022年度 予算編成に向けた重点政策・制度要求事項」に対する対県部局長交渉「2022年度 予算編成に向けた重点政策・制度要求事項」に対する対県部局長交渉

△交渉冒頭であいさつする井手会長

△産業労働部／寺島部長挨拶

佐賀新聞／2021.10.21
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「投票へ行こう」街宣行動

　第49回衆議院議員選挙の必勝に向けて連合佐賀は10月23日（土）、30日（土）「投票へ行こう」街宣行動を
行いました。

≪10月23日（土）≫
★選対本部(参加者34名)／佐賀市 ★東部地区選対(参加者19名)／鳥栖市

★北部地区選対(参加者18名)／伊万里市 ★南部地区選対(参加者15名)／小城市

≪10月30日（土）≫
★選対本部・東部選対(参加者46名)／佐賀市 ★北部地区選対(参加者20名)／唐津市

★南部地区選対(参加者11名)／武雄市

構成組織の皆さまご協力ありがとうございました
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①佐賀市長・佐賀市議会議員選挙結果について
　［告示日］2021年10月10日（日）　［投票日］2021年10月17日（日）
　　・当日の有権者数　　190,140人　・投票者数　　106,540人
　　・投票率　　　　　　　56.03％

合併後の佐賀市で最も低かった前々回の2013年を3.2ポイント下回った。（2017年は無投票）

連合佐賀推薦候補者全員が当選。前回の2017年を4.26ポイント上回った｡

佐賀市長  ≪定数1／立候補者数6≫

落 258古　賀  しんすけ 無 所 属 34,282

当 選 順 位氏　名 年 齢 政 党 得票数

佐賀市議会議員 ≪定数36／立候補者数44≫

当 147 2 期

4 期

2 期

4 期

富　永  明　美 無所属(自治労組織内) 5,084

当 10

12

24

71松　永  憲　明 立憲民主党 2,804

当 61久 米  勝 也 立憲民主党

立憲民主党

2,730

当 64山 田  誠一郎 2,434

当 選 順 位氏　名 年 齢 政 党 得票数当選回数

②第49回衆議院議員選挙結果について
　●佐賀１区
　［告示日］2021年10月19日（火）　［投票日］2021年10月31日（日）
　　・当日の有権者数　　333,792人　・投票者数　　187,566人
　　・投票率　　　　　  　56.19％  ・得票率　　　　50.04％

相手候補と133票差という僅差で当選。小選挙区3連勝を果たした。

当 162 9 期原　口  一　博 92,452

当 選 順 位氏　名 年 齢 政 党 得票数当選回数

立憲民主党

選挙結果
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　連合佐賀では、10月16日に第17回定期大会を開催し、今後2年間の運動方針を確認しました。2022年度は、
コロナ収束を願いつつ、新しい運動スタイルを構築し、チャレンジする年となります。私事ですが、最近体調を崩
し入院したことで、医師から禁煙を強く勧められ、禁煙にチャレンジすることになりました。 （K）

③鳥栖市議会議員選挙結果について
　［告示日］2021年11月14日（日）　［投票日］2021年11月21日（日）
　　・当日の有権者数　　 58,711人　・投票者数　　31,142人
　　・投票率　　　　　　　53.04％

当

当

当

落

7

14

16

24

45

36

70

73

1 期

1 期

12期

－

田 村  弘 子

野 下  泰 弘

中 村  直 人

内 川  隆 則

1,253

1,051

1,029

811

当 選 順 位氏　名 年 齢 政 党 得票数当選回数

立憲民主党

立憲民主党

立憲民主党

立憲民主党

　●佐賀２区
　［告示日］2021年10月19日（火）　［投票日］2021年10月31日（日）
　　・当日の有権者数　　340,930人　・投票者数　　207,101人
　　・投票率　　　　　  　60.75％  ・得票率　　　　52.05％

相手候補とは前回よりも引き離しての当選。小選挙区2連勝を果たした。

当 156 6 期大　串  博　志 106，608

当 選 順 位氏　名 年 齢 政 党 得票数当選回数

立憲民主党

鳥栖市議会議員 ≪定数22／立候補者数31≫
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